
かんこちゃんは、とうふやの子どもです。
とうふのあじはおいしいのに、おきゃくさんが少ない
から「もっともっと、おきゃくさんがこないかなあ」と
いつも思っています。
そんなお店に、２ひきのキツネがやってきて…。
おいしそうなおとうふと、あたたかさにみちたかぞく
のものがたりです。

マリー・ホール・
　　　　　　エッツ　 作
たなべ  いすず　　訳
富山房

吉田 道子　 文
小林 系　　　絵
福音館書店
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えほん

「ちいさなふるいじどうしゃ」

うんてんしゅさんの言うことをきかずに、一人で
かってにはしりだした小さなふるいじどうしゃは、
とちゅうで出あういろいろなどうぶつやにんげん
を、はねとばしてすすんでいきます。
そして、黒いきかんしゃにあったとき…。

としょ

「とうふやのかんこちゃん」

町を見ているのが大すきなゆきだるまには、
もっと大すきなことがありました。
それはどこからかながれてくる、ピアノの音を
きくことでした。
そんなゆきだるまにおてがみがとどきました。

石黒 亜矢子　作
ビリケン出版

たかどの ほうこ　作
本庄 ひさ子 　　　絵
佼成出版社

えほん

「ぼくは、チューズデー」
せんそうでけがをして、まえとおなじくらしが
できなくなったルイス。
そんなルイスといっしょにでかけたり、たすけて
くれたのが、介助犬（かいじょけん）チューズデー
でした。
介助犬のしごとがわかる、しゃしんえほんです。

としょ

「てんこうせいはワニだった! 」
ある日、オースケのいる１年２組にワニのてんこう
せいがやってきました。
うまくイスにすわれなかったり、えんぴつをにぎれ
なかったり、きゅうしょくをおさらごとぜんぶ食べ
ちゃいそうになったり。ワニくんとの一日は
たいへん、でもまいにちものすごーくたのしい！

介助犬チューズデーの
　　　　　　　　　　いちにち
イス・カルロス・
　　　　モンタルバン   　文
ブレット・ウィッター   　 共著
ダン・ディオン　　   　　 写真
おびか ゆうこ              訳
ほるぷ出版

おの りえん　 作・絵
こぐま社

えほん

「いもうとかいぎ」
ねえねは何でも「だめだめだーめ」と言って、じぶん
だけ大きいおやつを食べたり、じぶんだけあそびに
いっちゃったり、いもうとたちはいつも「ずるい」と
思っています。
ねえねをはんせいさせるために、いもうとたちは
あつまって、かいぎをひらくことにしましたが…。

としょ

「町のゆきだるまのはなし」

じごくにおちたカンダタは、ほかのわるい人たちと
いっしょに、ちのいけにういたり、しずんだりして
ました。
そこに空からくもの糸がたれてきて、みんな
われさきにとむらがりますが・・・。

片平 孝　写真・文
ポプラ社

芥川 龍之介　　 作
深見 春夫　　　　絵
宮川 健郎　　　　編
岩崎書店

えほん

「たかのびょういんのでんちゃん」
はつでんきのでんちゃんは、ていでんのときに
でんきを作るため、たかのびょういんにきました。
でもでんきが止まることなんて、ほとんどなかった
ので、でんちゃんもすっかり古くなっていきました。
そんなある日、おおきなじしんがきて、びょういんの
でんきがぜんぶ止まってしまいました。

としょ

「しょうぼうしょは大いそがし」

しょくん、きんきゅうしゅつどうだ！
まちにまったおやつの時間も、かじやじこがあれば
すぐにかけつける、しょうぼうしょは大いそがしです。
人だすけができてうれしいけど、おなかはペコペコ。
しょうぼうしさんたちは、おやつを食べられるかな？

菅野 博子　 文・絵
高野 己保　 原案
岩崎書店

ハネス・ヒュットナー 作
ゲルハルト・ラール　絵
たかはし ふみこ　 訳
徳間書店

えほん

「おかしなゆき　ふしぎなこおり」
ふゆのよる、しんしんとゆきがふりつもり、
あさになるとつめたい空気と水が、おかしな
かたちのゆきやこおりをあっちこっちにつくって
います。
だいはくりょくなゆきとこおりのせかいを
しゃしんで見ることができます。

としょ

「くもの糸」


